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発刊にあたって

日本保育協会保育科学研究所の平成23年度の研究成果をまとめた「保育科学研究」
第２巻を発刊いたします。このたびの研究は、昨年度と同様に研究所運営委員会にお
いて協議し、承認された６件を掲載しています。内容は、継続研究３件と、新規研究
３件からなっておりますが、この研究要旨については研究所が年３回発行している

「研究所だより」第８号で紹介しております。
また、平成24年度の研究については、運営委員会において６件の研究テーマが承認

され、研究が開始されています。この研究要旨については「研究所だより」で紹介す
る予定です。

平成22年度の研究成果については、昨年（平成23年）第１回学術集会を開催し、発
表とシンポジウム等を行いましたが、「研究所だより」第９号に概要を掲載しました。
なお、これらの研究所の発行物は日本保育協会のホームページ「保育科学研究所」か
らご覧いただけます。

さらに、研究所の新たな動きとして平成23年12月19日に開催された研究所運営委員
会において研究所の「研究会員」を設けることが決まりました。これは、平成24年度
から研究所細則の一部改正により、これまでの研究員（非常勤）とは別に「研究会員」
を募り、より広い立場からの研究者の参加を促すことになったものです。

これまでの日本保育協会会員以外の、大学、行政、児童福祉施設の関係者等で個人
に限定し、研究所の運営委員会の承認を得て研究活動に参加いただく機会を広げるこ
ととなりました。もちろん、日本保育協会会員の皆様は従来どおり日本保育協会が主
催するすべての事業に参加が可能です。

今後とも保育科学研究所は、日本の乳幼児保育の向上を願い、保育実践・研究の各
分野でご活躍の皆様の参加を得て、保育科学研究充実のために尽くしたいと思います。
よろしくご支援賜りますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年３月
日本保育協会保育科学研究所長

巷野　悟郎
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